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Catalogue　of　Tephras　in　the　Higashiyama　Volcano
at　the　Hachijo　Island　during　Past　30，000　Years
Shigeo　SUGIHARA
　　　　Two　stratovolcanos，　Mt．　Higashiyalna　and　Mt．　Nishiyama，　range　from　northwest　to　southeast　in
the且achijo　island　situated　about　300　km　south　of　Tokyo．　The　Higashiyama　volcano，10cated
southeast　of　the　island，　started　its　activity　in　the　Quaternary　period，　but　no　record　of　its　erupton　is
found　in　ancient　documents．　A　catalogue　of　tephras　in　the　Higashiyama　volcano　during　past　30，000
years　has　been　created。
　　　　The　summary　of　this　article　is　as　follows：
1
2
3
4
Tephra　layers，　as　thick　as　approx．50　m　in　total，　are　observed　in　the　Higashiyama　volcano．
These　tephra　layers　are　classified　into　four　sub－1ayers：the　Sokodo　tephra　layer（Sk），
Sueyoshi　tephra　layer（Sy），Higashiyama　tephra　layer（且y）and　Mitsune　tephra　layer（Mt）
in　the　order　from　the　bottom．
　tl
Eighteen　marker－tephras（Sk1～Sk18）are　observed　in　the　Sokodo　tephra　layer，15　marker－
tephras（Sy1～Sy15）in　the　Sueyoshi　tephra　layer，27　marker－tephras（且y1～Hy27）in　the
Higashiyama　tephra　layer　and　14　marker－tephras（Mt1～Mt14）in　the　Mitsune　tephra　layer．
These　marker－tephras　have　their　origin　in　the　Hachijo　island，　Many　of　them　are　basaltic，　but
decite　is　prominent　in　the　Sueyoshi　tephra，
The　Aira－Tn　ash（ca．22，000　y．　B．P，）haVing　its　origin　in　the　south　of　Kyushu　is　found　in　the
lowermost　part　of　the　Sueyoshi　tephra　layer．　The　Kikai－Akahoya　ash（ca．6，300　y．　B．P．）is
found　in　the　uppermost　part　of　the　Higashiyama　tephra　layer．　Other　marker－tephras　that　are
f
supposed　to　have　their　origin　in　areas　other　than　the　island　include　the　Hachijojima　glassie
ash（HGA）present　in　the　tephra　layer　belonging　to　the　lowermost　part　of　the　Sokodo　tephra
layer，　the　Hachijojima　rhyolite　ash（且RA）in　the　lowermost　part　of　the　Higashiyama　tephra
layer　and　the　Hach茸ojima　yellow　ash（HYA）in　the　middle　part　of　the　Higashiyama　tephra
layer．
These　marker－tephras　can　be　used　to　clarify　history　of　volcanic　activity　and　topographic　evo－
lution　in　the　Hachijo　island　during　last　30，000　years．
2－．
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《個人研究》
八丈島，東山火山における過去30，000年間にわたる
　　　　　　　　　　　　　テフラのカタログ
杉　原　重　夫
1．まえがき
　伊豆一小笠原弧の火山フロント上に位置する八丈島は，東山火山と西山火山の2つの成層火山が
北西一南東方向に連なる繭型をした島喚である。このうち複雑な山体から構成される東山火山の活動
は30，000年以上にさかのぼることが知られていて，多様なマグマ組成を反映してデイサイト質～玄武
岩質噴出物の噴火を繰り返した火山である。一方，単純な円錐形をした西山火山の活動は約10，000年
前に始まるとされていて，主に玄武岩質噴出物からなる（一色，1959）。
　八丈島における降下火砕物を使用した火山活動史の本格的な研究は，津久井・他（1991）によっ
て始められた。この報告によって，東山火山における過去22，000年間の噴火史の概要が明らかになっ
た。その後，津久井（1993），津久井・他（1993）は東山火山で識別された降下砕屑物の層位や噴火
様式について再検討を加えるとともに，層位的に明らかにされた噴出物の化学組成から，マグマの供
給系の変化や分化過程についても考察した。また菅（1993・1994）は，東山火山における多数の降下
火砕物について等層厚線図を描いてその噴出口を明らかにし，西山火山方面からの多数の降下火砕物
の存在を確認した。
　本稿では東山火山の降下火砕物（降下テフラ）について全層序にわたる統一的なテフラ区分と記載
を行う。ここで命名したテフラ名称と津久井・他（1991・1993）および菅（1993・1994）による一連
の論文で記載されたテラフ名称との比較を表1に示す。降下火砕物から火山噴火史を解明するテフ
ロクロノロジーの研究では，個々のテフラの岩石記載的特性を明らかにしたテフラカタログ（表2，
3，4，5）の作成が必要である。このテフラカタログによって従来の噴火史の研究を再検討し，テフラ
層序との関係から，山体を構成する溶岩流，火砕流堆積物，岩屑なだれ堆積物（Debris　avalanche），
泥流堆積物などとの層位関係を明らかにすることが出来ると考える。
1．テフラの層序区分
　東山火山では，古期成層火山の溶岩や火砕物と著しい不整合関係で接する，累計すると厚さ約50
mに達するテフラ層が認められる。これらのテフラ層を，土壌化が進んだ風化火山灰層（細粒火山
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表1．東山火山の示標テフラ
津久井・他（1991）1）
ﾃ久井・他（1993）
　　菅2）
i1993・1994）この報文3） 噴出物4） 噴出源5） 絶対年代6）
　Mt14i八重根火山
D∬）
降下スコリア
i火山灰） 西山火山 16－17世紀
　Mt13i八重根火山
D1）
同　上 同　上 弥生時代からﾃ墳時代初頭
Mt12 b．火砕サージ
＝D降下スコリア 同　上
Mt11 同　上 同　上
Mt10 同　上 同　上　　NSi西山火山降
ｺスコリア
Q）
Mt9 同　上 同　上
Mt8 同　上 同　上
??????
Mt7
b。降下スコリア
@　　　　　（粗）
＝D降下スコリア
@　　　　　（細）
同　上
MA7 MA7　MA7i三根火山
D7） MA7PMZP（水海山~下軽石）
Mt6
c．火砕サージ
aC降下スコリア
＝D降下軽石
同　上？ 2，500y．B。P．
Mt5 降下軽石 同　上？
OPB（尾端降下軽石） MA6b Mt4 b．火砕サージ
＝D降下軽石
同　上？
MA6（三根火山灰6） MA6a Mt3 火砕サージ 横間ケ浦ﾎ口
3，800－4，000
@　　　y．B．P．
Mt2 降下スコリア 西山火山
MA5（三根火山灰5） MA5 Mt1 b．火砕サージ
＝D降下軽石
横間ケ浦
ﾎ口 5，800－6，600@　　　y．B．P．MYP（妙法寺降下軽石） MYP
K－Ah K－Ah
　K－Ahi鬼界一アカ
zヤ火山灰）
流紋岩質
~下火山灰
鬼界
Jルデラ 6，300y．B．P．
八幡山溶岩流 　HMSi八幡山降下
Xコリア）
Hy27 b．溶岩流
＝D降下スコリア
八幡山
i東山
､火山）
　MHTi三原滝降下
ﾎ山礫層）
Hy26 降下スコリア
三原川火口（東山
､火山）
6，800y．B．P．
??????
Hy25 同　上 東山火山？
MA4（三根4火山灰） MA4 Hy24 同　上 同　上
Hy23 火砕サージ 西山火山
　　　HHPi東白雲山降下軽石） HHP Hy22
c．降下軽石
aD降下軽石（粗）
メD降下軽石（細）
東白雲山？ 8，700y．P．P．
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津久井・他（1991）1）
ﾃ久井・他（1993）
　　菅2）
i1993・1994）この報文3） 噴出物4） 噴出源5） 絶対年代6）
　　　HHPi東白雲山降下軽石） HHP Hy21 b．降下軽石＝D降下軽石 東白雲山？ 8，700y．P．P．
Hy20 b．降下スコリア
＝D降下スコリア 東山火山
　　MA3i三根火山灰3） MA3 Hy19 火砕サージ 西山火山
　　MIPi三根降下軽石） MIP Hy18 降下軽石 東山火山
㎜（三根火山灰2） MA2 Hy17 火砕サージ 西山火山
　　MA1i三根火山灰1） MA1 Hy16 同　上 同　上
Red－
р奄唐?@ash
　MRAi三原赤色火
@山灰）
Hy15 降下スコリアi赤色火山灰） 東山火山 12，100y．B．P．
NK10
　　NKSi奈古ノ鼻降
ｺスコリア）
Hy14 降下スコリア 奈古ノ鼻t近　NKSi奈古ノ鼻
~下スコリ
A） 　NK　Sri奈古ノ鼻サ
@ージ）
Hy13 火砕サージ 同　上
NK9 NGS8 Hy12 降下スコリア 東山火山
NK8 b．降下スコリア
＝D降下スコリア 同　上NK7 NGS7 Hy11
Pumice正ayerfa火山灰 　HYAi八丈島黄色
ﾎ山灰）
安山岩質
~下火山灰 八丈島外
11，900－12，700
@　　　y．B．P．
NK6
NK5 NGS6 Hy10
b．降下スコリア
＝D降下スコリア 東山火山
NK4 NGS5
NK3 NGS4 Hy9
b．降下スコリア
＝D降下スコリア 同　上
NK2 NGS3 Hy8 降下スコリア 同　上
NK1 NGS2 Hy7 同　上 同　上 16，100y．B．P．
　　　RWAi流紋岩質白色火山灰） fa火山灰
　　HRAi八丈島流紋
竡ｿ火山灰）
流紋岩質
~下火山灰 八丈島外
NGS1 Hy6 降下スコリア（細） 東山火山
Hy5 降下スコリア 三原カルfラ 17，700y．B．P．　　S皿S
@　1～8
i詳細な対比
ﾍ不明）
Hy4 同　上 同　上
Hy3 同　上 同　上
Hy2 火砕サージ 同　上
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津久井・他（1991）1）
ﾃ久井・他（1993）
　　菅2）
i1993・1994）この報文3） 噴出物4） 噴出源5） 絶対年代6）
　S皿S@　1～8
i詳細な対比
ﾍ不明）
??????
Hy1 降下スコリアi軽石質） 東白雲山Jルデラ
17，800y．B．P．
SP
Sy15 b．軽石流
＝D降下軽石 同　上
Sy14 降下軽石 同　上
SFL2 Sy13 b．火砕流＝D降下軽石 同　上
SY10 Sy12 降下軽石 同　上
Sy11 b．火砕流
＝D降下軽石 同　上
Sy10 火砕流 同　上
SY9 Sy9 降下軽石 同　上
SP Sy8 降下スコリア 同　上
　　　u
rY8　M@　　L
Sy7 降下軽石 同　上
SY5・6・7 Sy6 降下軽石 同　上
　SPLi末吉軽石
ｬ）
SY4 Sy5 軽石流 同　上 21，000－27，000@　　　y．B．P．
SY3 SFL1 Sy4 降下軽石 同　上
AT AT 　　ATi姶良Tn火
R灰）
流紋岩質
~下火山灰
姶良カル
fラ
21，000－25，000
@　　　y．B．P．
SY2 Sy3 降下軽石 東白雲山Jルデラ
SP－1 SP Sy2 同　上 同　上
SY1 Sy1 降下軽石 東白雲山Jルデラ
Sk18 降下スコリア 東山火山？
Sk17 降下スコリアi岩片多い） 同　上
NBSf Sk16 降下スコリア 同　上
　　　PS@　　1～6i詳細な対比は不明）
??????
Sk15 降下スコリアi岩片多い） 同　上
NBP4 Sk14 降下軽石 同　上
NBSe Sk13 降下スコリアi岩片多い） 同　上
Sk12 降下スコリア 同　上
6
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津久井・他（1991）1）
ﾃ久井・他（1993）
　菅2）
i1993・1994）この報文3） 噴出物4） 噴出源5） 絶対年代6）
Sk10 同　上 同　上
NBSd Sk9 同　上 同　上
NBP3 Sk8 降下軽石 同　上
NBSc Sk7 降下スコリア 同　上
NBSb Sk6 同　上 同　上　　PS@　1～6i詳細な対比は不明）
??????
Sk5 同　上 同　上
NBP2 Sk4 b．降下軽石＝D降下軽石 同　上
NBSa Sk3 同　上 同　上
Sk2 同　上 同　上
NBP1 Sk1 降下スコリアi軽石質） 同　上 ＜26，000y．B．P．
コラム1）津久井（1993）により補足．ただし底土テフラ層との対比の詳細は不明．2）菅（1993）ではHy27（三
原滝降下火山礫層・MHT）とHy28（八幡山降下スコリア層・HMS）の層位関係が本稿とは異なる．末吉テフラ
層では菅（1994）の個々のテフラとの対比は不明．また登竜峠ステージの噴出物（NB）の模式地とした登竜峠付
近の厚いスコリア層は，本稿の東山テフラ層のHy8，9にあたる．3）底土テフラ層（Sk1～Sk18），末吉テフラ層
（Sy1～Sy15），東山テフラ層（Hy1～Hy27），三根テフラ層（Mt1～Mt14）は八丈島内に噴出源があると考えられ
るテフラ層．4）テフラはa，b，c，の順に噴出．5）噴出源で東山火山とあるのは東山火山方面，西山火山とあるの
は西山火山方面の意味．6）絶対年代は14C年代測定値から推定した．
灰と風成塵との混在したもの）の存在や侵食面，斜交関係の出現などの堆積の時間的間隙に注目し
て，下位から底土テフラ層（Sk），末吉テフラ層（Sy），東山テフラ層（Hy），三根テフラ層（Mt）
’の4部層に区分した。ただし底土テフラ層については全層序の把握や地域的対比はされていない。
各テフラ層は降下火砕物と風化火山灰層が交互に累積した地層から構成される。底土・末吉・東山・
三根の各テフラ層中の個々の降下火砕物は，基本的には短期間（1年以内，長くて数年と考えられる）
の噴火サイクルを基準として区分してある。また一連の噴火活動中における噴火様式の変化に伴う層
相の変化やフォールユニットが識別出来る場合は，さらにa，b，　c等の記号を付した。なお，表2，3，
4，5では，試料採取を行い，岩石学的，光学的分析を行ったテフラを記載してある。試料の採取地点
は図1に示した。また，各地点の柱状図や露頭スケッチは紙面の都合で割愛した。
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表2．底土テフラ層の岩石記載的特性
Loc．2：横間ヶ浦，都道地点標5付近（大坂トソネル手前）の道路沿いの崖。33°04’51”N，139°47’17”E
テフラの
ｼ称又は
n層名1）
　’
eフラのタイプと鉱
ｨ組成上の特徴2＞
火山ガラ
Xの形態
ﾆ特徴3）
屈折率4） 層厚icm）
粒径5）
icm）
テフラの色
ｲ6）
サソプルNo．
備　　考
横間ケ浦 Pumice （不適） 1000＜ 1－5 明黄褐 921221Pumice　flow
軽石流 cpx＞ol，　mt，β一qt （2．5Y6／6）一7一① opxなし，　cpxと
β一qtがrich
同上 Pumice 同上 1000＜0．5－2 黄＊ 911225Pumice　flow
cpx＞01，　mt（opx）， 一5一① β一qtがrich
β一qt
同上 Pumice 同上 1000〈 0．5± 黄＊ 941120 同上
cpx，　ol 一1一①
Loc．6：奈古ノ鼻海岸の海食崖。33°04’56”N，139°47’22”E
未命名 Scoria （不適） 300 5 浅黄 930720Scoria　flow，
P．（cpx，　opx） （5Y7／4）一3一① 閣鴨耀讐
未命名 　　Scoria
モ垂?C　ol，　mt，β一qt 禍 gl：1．512@　－1．517 100 10 暗灰黄i2．5Y4／2）930720－3一⑥’Scoria　flowp礫状，石英玄武
岩質？
Loc．12：藍ヶ江漁港沿いの海食崖。33°03’22”N，139°49’11”E
未命名 Scoria gl：1．698 150 2－3 灰オリーブ 930908Pumice　flow
ol≧cpx＞opx，　mt 一1．705 （5Y5／2） 一1一① ②は①の上位
未命名 Scoria pm gl：1．525 400 3 灰オリーブ 930908 同上
cpx，　mt （gy－wh） 一1．540 （5Y5／2）一1一②
Loc．17：洞輪沢，都道沿い地点標122の約10　m下。33°04’28”N，139°50’56”E
未命名 Sco．　Pumicepm gl：1．542 500〈 6－7 灰白＊ 941101Pumice　flowP．（cpx，　opx，　ol）（gy－br） 一1．547 一8一①
opx：1．726
一1．730
Loc．21：林道三原（三根）線，大川上流部の河床に至る崖。33°05’40”N，139°49’28”E
大川 Pumice opx：1．719000－20003 レソガ＊ 921103Pumice且ow軽石流 opx＞cpx，　mt 一1．722 一14一②
（上部）
同上 Pumice opx：1．720同上 3 黄灰＊ 921103 同上
（下部） opx＞cpx，　mt（ol） 一1．725 一14一①
同上 Pumice pm gl：1．5252000－30001．5－3 黄褐 911109 同上（gy－wh） 一1．533 （2．5Y5／6）一8一①
opx：1．720
一1．725
Loc．24：登龍峠西約500　mの都道地点標41から北へ分岐する農道沿い。
　　　　33°06’34”N，139°49’51”E－33°06’36”N，139°49’58”E
Pumice opx：1．70020 0．5－1 褐 910918以下⑪まで上位に
opx＞cpx 一1．737 （10YR4／4）一4一① 順次採取Sk1 （m圭x？）
Scoria （不適） 20 0．2－0．5褐 910918
（7．5YR4／4）一4一②
同上 opx：1．69840 0．5－1 褐 981091
、Sk2
一1．701 （10YR4／4）8－4一③
同上 （不適） 60 0．5－1 暗褐 981091
（10YR3／3）8－4一④
Sk3 同上 同上 330 0．5－1 褐 981091
（Z5YR4／3）8－4一⑤
8
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Pumice opx：1．73440 0．5 暗褐 981091高屈折率
Sk4 opx＞cpx，　ol 一1．739 （10YR3／4）8－4⑥
同上 opx：1．73530 1 にぶい黄 981091
opx》cpx 一1．739 （2．5Y6／4）8－4一⑦
Sk5 Scoria （不適） 160 0．5－1 黒褐 981091
（10YR3／2）8－4一⑧
Sk6 同上 同上 42 0．5－1 暗赤褐 981091
（5YR3／4）8－4一⑨
Sk7 同上 同上 122 1－2 暗オリーブ 981091
褐 8－4一⑩
（5YR3／4）
Sk8 Pumice 同上 3 0．3－1 褐 981091
（10YR4／6）8－4一⑪
Sk7 Scoria 同上 80 1－2 暗褐 981091以下⑥まで上位に
（10YR3／2）8－1一①順次採取
Sk8 Pumice （不適） 3 0．5 褐 981091
（10YR4／4）8－1一⑦
Sk9 Scoria 同上 104 1－2 暗褐 981091
（10YR3／4）8－1一②
Sk12 同上 同上 52 1 暗赤褐 981091
（5YR3／3）8－1一③
Sk14 Pumice 同上 3 3 暗褐 981091
（75YR5／8）－1一④
Sk15 Scoria 同上 8 0．5 オリーブ褐 981091
（2．5Y4／3）8－1一⑤
Sk16 同上 同上 68 0．5－1 オリーブ褐 981091
（2．5Y4／4）8－1一⑥
底土 Pumice pm gl：1．525 80 1．5－3 暗灰黄 921222軽石流 cpx＞ol＞opx，　mt（gy－wh） 一1．534 （10） （2．5Y5／2）一1一①
（上部）
同上 ’Pumice 同上 （不適） 200＜ 1－2 暗灰黄 921222
（下部） 01≧cpx＞opx，　mt （2．5Y4／2）一1一⑤
Loc．26：底土湾沿いの海食崖，カメソウノ鼻。33°06’58”N，139°49’16”E
Loc．29：三根，泉調整池南側の尾根。33°06’18”N，139°48’14”E
八丈島 Vitric　ash pm gl：1．502 2－3 0．2－0．5灰黄褐 911112以下⑯’まで順次流紋岩質 （gy－wh） 一1．504 （10YR5／2）一2一② 上位に採取
火山灰 （1．503）
（HRA）
未命名 Scoria （不適） 110 0．3－1 オリーブ黒 911112
（5Y3／2）■2一③
同上 同上 同上 40 0．1－0．3暗オリーブ 911112
（5Y4／4）一2一⑪
同上 同上 同上 200 2 黒 911112
（5Y2／1）一2一⑫
同上 同上 同上 90 0．2－0．5黒（5Y2／1） 911112－2一⑭
同上 同上 同上 60 0．2℃．5黒 911112
（5Y2／1）一2一⑮
同上 同上 同上 約500 1 黒褐 911112
（10YR2／2）一2一⑯
同上 同上 同上 1200 2－3 暗褐 911112
（10YR3／3）一2■⑯’
泉軽石流
i仮称）
Pumice 　pmigy－wh）gl：1，532@　－1．535
700－800 2－3 灰オリーブ
i5Y5／3）
911112－2一①
⑯の上位
9
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Loc．30：林道鴨川線，鴨川河床との交点。33°05’36”N，139“48’19”E
鴨川
y石流
　　　Pumice
o．（cpx，　ol，　mt），
@　　　β一qt
　　pmigy－wh）
gl：1．515
@　　－1．525
800＜ 3－5 黄＊ 941101－2一①Pumice　fluw
盾垂?ﾙとんどなし，
ﾀ一qtがrich
採取地点（Loc．）は図1にある．緯度，経度は25，000分の1地形図で計測．コラム1）テフラ名称については本文
中に説明がある．2）opx：斜方輝石，　cpx：単斜輝石，　ho：普通角閃石，　gr－ho：緑色角閃石，β一qt：高温型石英，
mt：磁鉄鉱，3）pm：軽石型火山ガラス，　bw：バブルウオール型火山ガラス，（）内は火山ガラスの色調，　cl：
無色，wh：白色，　gy：灰色，　br：褐色，　p．br：淡褐色，4）gl：火山ガラス，　opx：斜方輝石，　ho：普通角閃石，
いずれも最大屈折率のレーンジを示す，（）内はモード．5）平均粒径，（）内は最大粒径，vfは極細粒なもの，
6）色調は新版標準土色帳（日本色彩研究所）による，＊印は野外における観察記録．
表3．末吉テフラ層の岩石記載的特性
Loc．3：樫立，八中組プラソト敷地内露頭（都道地点標6と7の間を北に入る）。33°04’28”N，139°47’17”E
テフラの
ｼ称又は
n層名1＞
テフラのタイプと鉱
ｨ組成上の特徴2）
火山ガラ
Xの形態
ﾆ特徴3）
屈折率4） 層厚icm）
粒径5）
icm）
テフラの色
ｲ6）
サンプ
汲mo． 備　　　考
Sy7 Pumice
盾垂?C　cpx
opx：1．720
@　－1．725
200＜ 0．2－0．3オリーブ褐
i2．5y4／6）
911110－5一①Pumice　flow
Loc．14：中ノ郷，堤ケ沢のゴミ焼場入口（都道地点標16付近）の露頭。33°03’54”N，139°49’45”E
Sy7 　　Pumice
ol＞opx≧cpx，　mt
opx：1719
　　－1．723
120 1 黄＊ 911225
－2一①
olivin　very　rich
Loc．15：末吉，希望の村入口（都道地点標21付近）。33°04°34”N，139°50’43”E
Sy5 　　Pumlce
opx≧cpx，　mt，　ol
opx：1725
　　－1730
500＜ 1－5 黄燈
（10YR7／6）
921221
－6一①
Pumice　flow
Loc。16：末吉の南（都道地点標21と22の間）のこん沢林道入口から約200　mの露頭。33DO4’40”N，139°50’48”E
Sy5　　Pumice
opx＞cpx＞olm，　mt
opx’1．722
　　－1．726
00＜ 3－4 黄＊ 941102
－10一①Pumice且ow
Loc．18：末吉，石積ケ鼻海食崖。33°05’24”N，139°50’48”E
Sy5 Pumice opx：1．726800－90010－30白＊ 890210Pumice且ow
opx＞cpx，　mt 一1．730・ 一11一⑨以下①まで下位へ
Sy5 同上 opx：L72427 0．5－1 黄＊ 890210順次採取
の最下部 opx÷cpx 一1．729 一1一⑧
Sy3 同上 opx：1．72615 2－4 黄＊ 890210
opx＞cpx，　mt 一1．730 一1一④
同上 opx：1．72610 1－2 黄＊ 890210
Sy2 opx＞cpx，mt（01）
@　　同上
　　一1．731
Opx：1．72530 10－15黄＊
一1⑧
W90210
opx＞cpx，mt，（ol） 一1．730 一1一②
Sy2 Vitric　ash pm 9豆：1．494 1－2 vf 黄白＊ 890210の直下 bi　rich （wh） 一1．496 4一①
Loc．19：末吉，台ケ路（宮ケ路の下）。33°05’06”N，139°51’18”E
Hy1 Pumice十Scoriaopx：1．70060 0．5 にぶい黄褐 900122双晶rich
cpx＞opx＞mt 一1．705 （10YR5／3）一1一⑦
Sy15 Pumice opx：L71830 0．5－1 明褐 900122
opx÷cpx＞ol，　mt 一1．722 （7。5YR5／6）一1一⑩
Sy12 同上 opx：1．71420 0．5 にぶい黄褐 900122
opx÷cpx＞ol，　mt 一1．720 （10YR6／4）一1一⑬
SY11 同上 （不適） 7 0．3－1 にぶい褐 900122vf　phe
cpx，　opx（ol） （7．5YR5／4）一1一⑭
一10一
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Sy9 同上 opx：1．70915 1－3 明赤褐 900122
opx＞cpx＞mt 一1．713 （5YR5／8）一1一⑰
Sy7 同上 opx：1．720110 0．54 明黄褐 900122
cpx＞opx＞ol＞mt 一1．724 （10YR6／6）一1一⑲
（1．721
一1．723）
Sy6 同上 opx：1．72120 0．5－1 にぶい黄榿 900122
opx÷0．1＞cpx＞mt 一1．726 （10YR6／4）一1一⑳
Sy5 Pumice pm gl：1．521400－50020 暗灰黄 921221Pumice　fiow
opx＞cpx÷ol＞mt（gy－wh） 一1．524 （2．5Y5／2）一2一①
opx：1．725
一1．730
Sy5 Pumice opx：1．72610 0．5－1．5明黄褐 900122
の直下 opx＞cpx÷ol＞mt 一1．730 （10YR6／8）一1一⑳Sy3 同上 opx：1．72540 1－2 黄燈＊ 890730高屈折率
opx＞cpx，　ol，　mt 一1．730 一8一④
Sy2 同上 opx：1．72690 1－2 にぶい赤 890730
opx＞cpx，01（mt） 1，731 燈＊ 一8一⑤
Sy1 　　同上
盾垂?рモ垂?C　mt 　Pmigy－wh）
opx：1．714
@　－1．720
120 1－2 明赤褐～浅黄燈＊ 890730－8一⑥
Loc．24：登龍峠西500　mの都道（地点標41）から北へ分岐する農道沿い。33°06’36”N，139°49’58”
Sy7 Pumice opx：1．71790 2 明褐 911110
opx＞cpx＞ol＞mt 一1．722 （7．5YR5／6）一3一⑭
Sy5 同上 opx：1．723 30 0．5－1 黄褐 911110Pumice且ow
opx＞cpx≧ol＞mtbw 一1．729 （10YR5／8）一3一⑫
AT 同上 （cl） gl：1．499 2－3 vf 灰白＊ 911110
一1．501 一3一⑪
Sy1P 同上 opx：1．715200 2 赤褐 911110
opx＞cpx≧mt 一1．722 （5YR4／6）一3一⑩
Sy5 　　　　Pumice
盾垂?рモ垂?C　ol，　mt
opx：1．725
@　　－1．729
500 0．3 黄澄＊ 941121－5一①Pumice且ow
Sy5 　　　　Pumice
盾垂?≠モ垂?≠盾戟р高
opx：1．726
@　　－1．730
300＜ 5 黄＊ 941100
P－1一①
Pumice　flow
Loc．27：林道三原（三根）線入口から約1km付近。33°06’26”N，139°48’54”E
Loc．31：大賀郷，束里，東京農業試験所跡地先の露頭。33°06’05”N，139°47’52”E
コラムは表2と同じ．
　　　　　　　　　　　　　　　　表4．東山テフラ層の岩石記載的特性
Loc．5：樫立，三島神社裏（都道地点標8付近）。33°04’13”N，139°47’36”E
テフラの
ｼ称又は
n層名1）
テフラのタイプと鉱
ｨ組成上の特徴2）
火山ガラ
Xの形態と特徴3） 屈折率4） 層厚icm）
粒径5）
icm）
テフラの色
ｲ6）
サンプ
汲mo． 備　　　考
K－Ah Vitric　ash bw
iP．br）
g1：1．510
@　－1．512
i1．511）
散乱（10） 0．03一
890730－4一①870904－1一①
Loc．7：中之郷，　NTT前（都道地点標11付近）の自動車修理工場裏の露頭。33°04’04”N，139°48’22”E
未命名 Pumice （不適） 8 0．1－0．2黄白＊ 941121
v．P．（opx，　cpx） 一1一④
HYA Pumice opx：1．7142 vf 黄＊ 941121glassはR．1．不適
（八丈島 opx＞cpx，　mt 1，717 一1一③
黄色火山
灰）
一11一
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　Loc．8：樫立，八丈島温泉ホテル下の海食崖。33°03’37”N，139°48’16”E
HRA ash ho：1．670 5＞ vf 白＊ 890724（1本ヅリ，やや
（八丈島 gr－ho≧mt，（opx） 一1．676 一1一① 低精度）
流紋岩質
火山灰）
Loc．9：中之郷，峠の沢の露頭。33°04’03”N，139e48’46”E
Hy15 Scoria （不適） 10 0．5－1 極暗赤褐 921221
ol＞cpx，　mt （2） （2．5YR2／2）一1一⑩
Hy14 同上 （不適） 110 1℃，5極暗赤褐 9212211ithic　scoria
（2） ②5YR2／2）一1一⑫
Hy12 同上 opx：1．70540 0．5－1 極暗赤褐 921221
opx＞cpx＝ol＞mt 一1．710 （3．5） ②5YR2／2）4⑱Hy11 同上 opx：1．70520 5－10極暗赤褐 921221
opx＞cpx 一1．710 ②5YR2／2）一1一⑭
安川
ﾎ砕流
　　Scoria
盾垂?C　cpx，01
opx：1．710
@　　－1．717
280 一 褐＊ 941120－8一① lithic　very　rich
Koc．3：中之郷，土次第（都道地方標14付近）。33°03’51”N，139°49’23”E
Loc．　20：末吉，象の鼻（地点標26付近）。33°05’13”N，139°51’12”E
Hy24 Scoria （不適） 4 1－2 赤褐＊ 890211
ol 一3一⑦
Hy22 Pumice opx：1．70520 0．5－1 黄澄＊ 890211ma且C
a・b・c opx＞cpx，　mt，（ol） 一1．710 一3一⑨
Hy21 同上 opx：1，70510 2－4 赤褐＊ 890211mafic
a・b opx＞cpx，　mt 一1，710 一3一⑪
Hy18 Scoria～ （不適） 7 0．5－1 黄褐＊ 890211
P．（opx，　cpx） 一3－1⑫
Hy12 同上 opx：1．70560 3－5 赤燈＊ 890211opxは円磨
opx》mt，（ol） 一1．710 一3→⑬
Hy11 同上 opx：L710110 5－6 赤榿＊ 890211
opx．　cpx，　ol，　mt 一1．7113 一3－1⑭
Hy8 同上 opx：1．69890 1－2 赤燈＊ 890211
P．（opx＞ol，　mt） 一1．704 一3－1⑯
HRA ash opx：1．7031－2 vf 灰白＊ 890211vfho（φxO．2
（八丈島 g卜ho》opx，　ol，　mt 一1．708 一3H⑯ mm）流紋岩質
ﾎ山灰） ho：1．670@　－1．674
Hy21
i中部）
Pumice opx：1．705
@　－1．709
8 1－2 黄＊ 890730－10一⑤
Hy21
i下部）
同上 opx：1．705
@　－1．710
15 2－3 黄＊ 890730－10一④
Hy18 Scoria opx：1．7158 1－2 黄＊ 8902121irhe　scoria
vp．（opx，　cpx） 一1。720 一2一⑦
HYA Pumice opx：1．7131－7 vf 黄＊ 941102
（八丈島 opx＞cpx，　mt 一1．717 一3一①
黄色火山
灰）
Loc．22：登龍峠南東約800　m，都道地点標35と36の間の露頭。33°06’26”N，139°50’48”E
Loc．23：登龍峠の南西約200　mの大露頭（都道地点標38と39の間）。33°06’32”N，139°50°12”E
Hy
V・8
Scoria （不適） 1000＜ 5 暗褐＊ 941120－1一①
一12一
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Loc．25：三根から登龍峠に至る都道地点標45と46の間から南と分岐する農道沿い（通称：よか木山，かぬかわ
　　　　山）の大露頭。33°06’46”N，139°49’19”E
Hy24 Scoria pm （不適） 15 0．3－0．5黄灰＊ 890730lithc片rich一10一①
Hy22 Pumice opx：1．70420 0．2－0．5澄＊ 890730
（上部） opx＞cpx＞mt 一1．709 一10一⑧
Hy22 同上 opx：1．70412 1－0．5黄＊ 890730
（下部） opx＞cpx＞mt 4，709 一10州⑦
Hy21 同上 opx：1．70420 2－3 黄＊ 890730
（上部） opx＞cpx＞mt 一1．709 一10一⑥
Loc．31：大賀郷東里，東京農業試験所跡地先の露頭。33DO6’05”N，139°47’52”E
Hy8 Scoria opx：1．70040－300 5－10赤褐＊ 941101
opx，　cpx，　ol 一1．705 一1－1④
Hy18 Pumice opx：1．71310 0．5 灰白＊ 941101
cpx＞opx＞mt 一1．718 （6－7） 一1一⑧
コラムは表i2と同じ．
表5．三根テフラ層の岩石記載的特性
Loc．1：横間ヶ浦海岸の岸壁。33°05’19”N，139°47’01”E
テフラの
ｼ称又は
n層名1）
テフラのタイプと鉱
ｨ組成上の特徴2）
火山ガラ
Xの形態と特徴3） 屈折率4） 層厚icm）
粒径5）
icm）
テフラの色
ｲ6）
サソプルNo．
備　　考
Mt5　　Pumice盾垂??モ垂?р高煤C（01） pmiP．br）gl：1．528@　－1．531
Opx：1．711
@　－1．715
100－2005 灰白＊ 931105－6一①miCrOlite　very
窒奄モ
Loc．4：樫立，向里，都道地点標7の150　m東から北に至る農道の約200　m入った温室裏の露頭。
　　　33°04’24”N，139°47’24”E
Mtle Scoria （不適） 20 0．1 黒＊ 890905火砕サージ，
（ol，　cpx） 一1A一①lithic　scoria
～1apilli
Mtld Pumice opx：1．71113 0．3－1 黄＊ 890905スコパミ
cpx＞opx，　mt 一1．716 一1A一②
Mtlc 同上 pm opx：1．71125 0．5－1 黄＊ 890905火山灰で固結した
cpx＞opx，　mt（gy－wh） 一1．716 一1A一③パミス
Mtlb 同上 pm gl：1．527 14 10 黄＊ 890905発泡よいパミス
opx＞cpx＞ol，　mt（gy－wh） 一1．528 一1A一④
opx：1．711
一1．716
Mtla Scoria （不適） 4－6 vf 黄＊ 890905灰色火山灰，
vf　lithic 一1A一⑥Sandy
Loc．10：中之郷，粥倉の北約500　m，農道沿いの小露頭。33°04’10”N，139°49’08”E
Mt6b中 Pumice opx：1．705一 20 にぶい赤褐 921222Mt6bの黒色スコの cpx＞opx＞mt 一1．710 5YR4／3一5一④ リア管砂層中の軽Pumice 石
（1回目）
（2回目） 　　Pumiceo．（cpx＞opx，　mt）
?
opx：1．708
@　－1．713 ㎜
20 灰白＊ 921222－5一④91：microlite　very@rich
一13一
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Loc．11：三原カルデラ内中央火口丘を刻む谷の露頭。33°05℃4”N，139°48’51”E
Mt6a Pumice opx：1．71014 0．5 灰白＊ 921104
opx≧cpx＞01，　mt 一1．715 一3A一⑪
（1．711
一1．714）
Mtld Pumice opx：1．71080 0．5－2 黄白＊ 921104
opx，　cpx，　ol，　mt 一1．714 一3A一⑤
Mtlc 同上 （不適） 20－30 0．5－1 黄灰＊ 921104lithic　lapilli
一3A州⑥
Mtlb 同上 opx：1．7117 0．5 オレンジ＊ 921104
opx≧cpx＞mt 一1．715 一3A一⑦
Mtla 同上 opx：1．70610 0．5－1 オレソジ＊ 921104
opx＞cpx，　mt 一1，715 一3A一⑧
Loc．18：末吉，石積ヶ鼻海食崖。33°05’24”N，139°51’48”E
Mt6a Pumice pm g1：L521 5－10 5－2 灰黄褐 921221
cpx＞opx，　mt，　ol（gy－wh） 一1．523 （10YR5／2）一3一①
opx：1．705
一1．709
Loc，20：末吉，象の沢（都道地点標26付近）。33°05’13”N，139°50’12”E
Mt70r　8 Scoria opx：1．71110 0．3諭．5赤褐＊ 890729
P．（opx，　mt） 一1．716 一4一③
Mt6b 　同上
o．（opx）
（不適） 30 0．2－0．3里＊’」、、 890211－3一①scoriaceous　sand
Mt6a Pumice opx：L70510 3－5 白＊ 890211
cpx＞opx，　mt 一1．710 一3■②
Mt6a（再） 同上 pm gl：1．523 15 2－3 白＊ 921221
cpx＞opx，　mt（gy－wh） 一1．525 一4一①
opx：1．705
一1．710
Mtla 同上 opx：1．71115 2－3 白＊ 920211
opx≒cpx＞mt 一1．715 一3一③
Loc．25：三根から登龍峠に至る都道地点標45と46の間から南に分岐する農道沿い（通称：よか木山，かぬか
　　　　わ山）の大露頭。33°06’46”N，139°49’19”E
Mt6a Pumice opx：1．7085 1－3 白＊ 890212
cpx＞opx，　mt 一1．713 一2一①
Mt4 同上 （不適） 7－8 2－3 白＊ 890212
vp．（cpx，　opx） 一2一②
Mtla 同上 opx：1．71012 2－4 白＊ 890212
opx≒cpx＞mt 一1．715 一2一③
Loc．28：三根，尾端観音の尾根上にある道路沿いの露頭。
　　　　33°06’27”N，139°48’31”E－33°06’33”N，139°48’27”E
Mt6b中
@のoumice
　　　Pumice
o．（cpx＞mt，（opx））　pmiP．br）gl：1．520@　－1．530 一
30 灰白＊ 921221－1州② olなし，　micro－
撃奄狽?@very　rich，
盾垂?ﾌindex不適
Mt6a Pumice pm g1：1．525 4－5 2－4 灰＊ 920824
cpx＞opx，　mt（gy－wh） 一1．527 一1一⑩
opx：1．706
一1。710
Mt5 　　　同上
盾垂??モ垂?р高
嚴） opx：1．710
@　－1．715
0－90 2－5 灰＊ 920824－1一⑨
Mt4 同上 pm gl：1．528 120 10 灰＊ 920824（上部）
i黒灰色
Xコリ
A中）
opx≧cpx≧mt（gy－br）　　一1．531
Opx：1．710
@　－1．715
一1一⑦’
一14一
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Mt4
i下部）
　　同上
盾垂?烽モ垂?р高 齢 gl：1．527@　－1．530110 3－5 灰＊ 920824－1一⑥b
opx：1．710
一1．715
Mtla 同上 pm gl：1．532 7－10 5 灰＊ 920824lithic　rich
（上部） opx＞cpx＞ol，　mt（gy－wh） 一1．535 一1一②
opx：1．711
一1．716
Mtla 同上 pm opx：1．71010－12 5 灰＊ 920824（下部） opx≒cpx＞mt（gy－wh） 一1．715 一1一①
Loc．31：大賀郷，束里，東京農業試験所跡地先の露頭。33°06’05”N，139°47’52”E
Mtla 　　Pumice
盾垂??モ垂?C　mt
　　pmigy－wh）
opx：1．712
@　　－1．717
6 2 灰白 941101－1一⑨ gl、2　microlite　very
窒奄モ
コラムは表2と同じ．
??
?
1
・繊
灘4
、｝㍊ξ爾
6’L’凌
鐸駿・
灘
講盤
騰
?????羅
?
’騨
雛
醜　　
図1．試料採取地点．地形図は25，000分の1八丈島・八丈島南部を使用．
地点1～31は表2～5と対応する．
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皿．示標テフラ層についての記載
1．八丈島以外に給源をもつ示標テフラ
　八丈島を給源とするデイサイト～玄武岩質の粗粒なテフラ層中には，火山ガラスを主体とする流紋
岩質火山灰や細粒のデイサイト質火山灰が挟まれていて，極めて有効な鍵層となる。東山火山のテフ
ラ層中には広域テフラとして日本における第1級の示標テフラである姶良Tn火山灰（AT）・鬼界一
アカホヤ火山灰（K－Ah）（町田・新井，1992）が追跡・発見（杉原・小田，1989・1990）されてい
る。この論文の層序区分では，姶良Tn火山灰は末吉テフラ層の下部，鬼界一アカホヤ火山灰は東山
テフラ層の最上部に認められる。このほか島外に起源をもつと考えられる示標テフラとしては，底土
テフラ層の中でも最下部に属するテフラ層中に挟在する八丈島ガラス質火山灰（HGA），東山テフラ
層下部の八丈島流紋岩質火山灰（HRA），同中部の八丈島黄色火山灰（HYA）がある。
2．底土テフラ層と最下部の火砕流（軽石流・スコリア流）堆積物
　底土テフラ層の基底付近には，底土湾岸沿いのカメソウノ鼻（Loc，26），藍ケ江港東方の海食崖
（Loc．6），奈古ノ鼻の海食崖（Loc．12），鴨川上流部（Loc．30），横間ケ浦の大坂トンネル入口付近
（Loc．2），三根泉（Loc．29），大川上流部（Loc。21）で，それぞれ軽石流やスコリア流が認められ
る。これらの火砕流堆積物は，古期成層火山の山体を崩壊したカルデラの形成と関連するものと考え
られる。ただし，これらの火砕流は単一の火口からの噴出したものではなく，小規模のカルデラや噴
出口が時間を置いて幾つか形成されたことを示すものであろう。
　底土テフラ層の模式地は，三根から登竜峠に至る都道地点標41から分岐する農道沿いにある
（Loc・・24）。ここでは，厚さ約18　cmの底土テフラ層中に18枚の示標テフラ（Sk1～Sk18）を識別し
た。これらの噴出物の多くは玄武岩質の降下テフラからなり，とくに下半部に厚いスコリア層が認め
られる。降下軽石層としてはSk4のように扁平な粗粒軽石と石質岩片を多量に混在する特徴的なテ
フラもあり，良い指標となる。
3．末吉テフラ層
　末吉テフラ層は・東山火山の東側に比較的厚く堆積するデイサイト質の軽石流と降下軽石層を主体
とする厚さ約15mの噴出物で・ここに15枚の示標テフラ（Sy1～Sy15）を識別した。末吉軽石流の
模式地である石積ケ鼻（Loc・18）では，末吉軽石流の直下に姶良Tn火山灰が認められる。ただし，
末吉テフラ層中の軽石流堆積物としては，姶良Tn火山灰の直上にくるもの（Sy5）と，さらに上位
の層準に認められるもの（Sy7）とがある。後者については樫立，八中組プラント（Loc．3），中之
郷，堤ケ沢のゴミ焼却場入口（Loc．14）の岩石記載的特性を表3に示した。末吉テフラ層中の軽石
流や降下軽石層は，西白雲山カルデラの形成過程において噴出したものであろう。
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4．東山テフラ層
　模式地である末吉，象の沢（Loc。20）における東山テフラ層の厚さは約13　mであるが，各降下火
砕物の厚さは地域的に変化する。東山テフラ層中には27枚の示標テフラ（Hy1～Hy27）が認められ，
このうちの多くが比較的厚い粗粒な降下スコリア層が占めるが，Hy18，且y21，　Hy22のように降下軽
石層も認められる。またHy6とHy7の間には，八丈島流紋岩質火山灰層（HRA），Hy10とHy11の
間には八丈島黄色火山灰層（HYA）が認められて良い示標なる。東山テフラ層の多くは山頂の三原
カルデラの活動と関係するものと考えられるが，明らかに側火山の噴出物であるHy13・且y14（奈古
ノ鼻付近），Hy26（三原川火口），且y27（八幡山）もある。東山テフラ層最上部の風化火山灰層（湯
浜遺跡の遺物包含層）には鬼界一アカホヤ火山灰の火山ガラスが散在する。
5．三根テフラ層
　三根テフラ層の模式地は三根，尾端観音の尾根筋（Loc．28）にあり，その厚さは東山火山北部に
あたるこの一帯に厚く約14mに達するが，これ以外の地域では3－4mである。三根テフラ層には14
枚の示標テフラ（Mt1～Mt14）が認められ，その多くが降下スコリア層か火砕サージ堆積物である。
Mt1，　Mt4，　Mt6は最下部が薄いデイサイト質軽石層，その上位に厚いスコリア質火山砂や火砕サー
ジ堆積物が続いて堆積する。三根付近は西山火山の真東にあたり，降下テフラ層の大部分は西山火山
方面に給源があると推定できる。なおMt1とMt3の噴出源は横間ケ浦火口かその付近と考えられ
る。三根テフラ層最上部のMt13・Mt14は，杉原・他（1993）の八重根火山灰1・皿に対比でき，
その噴出源はいずれも西山火山である。
】V．今後の課題
　東山火山では島内に噴火したと考えられる80枚近い示標テフラが認められる。これらの示標テフ
ラ層の大半を占める斑晶鉱物が少ない玄武岩質テフラ層は，鉱物分析や屈折率測定に不適なテフラが
多く，このテフラカタログでも岩石記載的特徴が記載されていないものも多い。今後は，これらの玄
武岩質テフラの同定・対比が問題となると考えられる。また，テフラカタログでは噴出火口と噴出年
代の記載が欠かせないものであるが，個々のテフラについて，これらの記載が未だ不足している。
14C年代測定値については，小疇・他（1993）に一部掲載したが，今後測定数をさらに増やす必要が
あろう。
　謝　辞
　このテフラカタログを作成するにあたり，屈折率は群馬大学名誉教授の新井房夫氏が温度一定型屈折率測定法
により測定したデータを利用させて頂いた。ここに厚くお礼申し上げます。なお，火山ガラスの屈折率について
は，明治大学地理学研究室の温度変化型屈折率測定装置（RIMS　86）によるクロスチェックを行った。
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